
　東京都監察医務院は、東京都23区において死因の明らかでない急性死や事故などで亡くなら

れた方々の検案、解剖を行い、その死因を明らかにすること。また、これらの業務を通して、正確

な死因統計の集計、臨床医学や予防医学、司法領域に寄与するとともに、医療関係者の教育や社

会の安寧秩序の維持に貢献することを目的としています。

　昭和21年の監察業務開始以降、平成23年までに扱った検案件数467,622件、このうち解剖件数

138,056件となっています。

　平成23年の検案、解剖の実績をみると、検案件数13,997件（1日当たり38.3件）、解剖件数2,624

件（1日当たり7.2件）で、検案件数に対する解剖件数の割合は18.7％となっています。

平成23年の検案のうち65歳以上の高齢者は、検案件数8,790件で全検案件数の62.7％を占めて

います。検案の年間件数が初めて1万件を超えた平成11年の高齢者の検案数は4,989件であり、

1.8倍と大幅に増加しています。また、独居老人の孤独死といわれる一人暮らしの高齢者が亡く

なられる例が3,486件で、高齢者の39.7％を占めています。高齢社会の一層の進行、核家族化の

現象が伺えます。

　当院の検案や解剖で得られたデータは、疾病予防や事故防止など公衆衛生の向上に役立てて

いただくよう関係機関に提供しています。また、平成23年度も都民の方々を対象とした公開講

座を開催し、多くの方の参加をいただきました。さらに、監察医の養成、補習教育に努めるため、

全国の医学生や警察の検視官等を可能な限り受入れました。

　庁舎の改築については、業務を継続しながら現在地で改築を行うため、平成23年度に隣接の

仮設庁舎（旧大塚看護専門学校）の内部改修を行い、平成24年3月末に仮設庁舎移転、平成24年7

月から既存建物の取壊しに着手しました。今後、平成26年度の開設を目指して改築工事を進め

ていく予定です。

　さて、平成24年6月15日に「死因究明等の推進に関する法律」が成立しました。これは、解剖や

薬物検査が不十分で死因が誤って判断され、後に殺人などとされた事例が相次いだことから、

全国に当院のような死因究明施設を整備しようとするものです。今後、内閣府に死因究明等推

進会議が設置され、死因究明等推進計画の策定に向けて検討が行われる予定です。死因究明制

度の推進には、法医解剖医の育成等が不可欠であり、今後、当院の役割が益々高まっていくもの

と考えています。

　ここに、平成24年版の事業概要をまとめました。本書が保健医療施策等の一助としてご活用

いただければ幸いです。

　平成２４年１０月

は　じ　め　に



１�死者に対し尊厳、礼意をもち最高水準の死因究明に努める。

� 　人は生前に疾病に罹患すれば最高の医療が施されるべきであるのと同様に、死者に対　

　�し尊厳と礼意をもって最高水準の死因究明に努める。

� 　また、遺族に対して誠実に対応する。

２�監察医業務を推進する。

� 　監察医務院は、死因究明の中立的専門機関としての責務を果たし、監察医業務を推進　

　�する。

３ 公衆衛生の向上に努める。

� 　監察医務院には業務遂行上得られる貴重な情報がある。これらの情報を適正に管理し　

　�活用して、公開講座や研究等を通じ広く情報を提供し公衆衛生の向上に努める。

４ 監察医の養成、補習教育などに努める。

� 　監察医務院は、監察医の養成や教育をはじめ検視に携わる者、医療・看護従事者など　

　�の実習、研修施設として重要かつ貴重な役割を果たしている。この役割を職員個々人が　

　�認識し、今後もその役割を果たすよう努める。

東京都監察医務院運営理念
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